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目的： 

口唇口蓋裂はもっとも多い外表先天異常であり、子どもの発達において負の影響を及ぼすとされていますが、これま

での先行研究は横断研究が多く、その関連は十分に明らかになっていません。本研究では、大規模出生コホート調査

であるエコチル調査の縦断データを用い、口唇口蓋裂児の幼児期の発達について検討を行うことを目的としました。 

 

方法： 

エコチル調査に参加する子どもの3歳時データを用いました。子どもの発達の評価には、日本語版Ages and Stages 

Questionnaire第3版（ASQ-3）を用いました。ASQ-3はコミュニケーション、粗大運動、微細運動、問題解決、個人・社

会の5領域、30の質問で構成される質問票で、生後6か月から36か月まで6か月毎に保護者による回答を得ました。口

唇口蓋裂を伴う子どもと先天異常を伴わない子どものASQ-3の点数を、線形混合モデルを用いて比較しました。 

 

結果： 

本研究の対象となった 91,734 名の子どものうち、195 名に口唇口蓋裂が認められました。ASQ-3 の各項目の平均点

を口唇口蓋裂群と対照群で比較すると、18 か月から 36 か月のコミュニケーション、18・24 か月の微細運動、30・36 か

月の問題解決、6・36 か月の個人・社会の領域について、口唇口蓋裂群が対照群よりも有意に低い点数を示しまし

た。最も大きな違いは 24 か月の言語において認められましたが、それ以降、差は少なくなりました。同様の変化が粗

大運動の領域でも見られました。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究では、口唇口蓋裂児の生後 6 か月から 36 か月の間の発達について、大規模コホート調査の縦断データを用

いて示しました。口唇口蓋裂のない子どもとの最も大きな違いは 24 か月のコミュニケーション領域において認めら

れ、それ以降、差は少なくなっていき、キャッチアップする傾向がみられ、粗大運動領域でも同様の傾向がみられまし

た。本研究の限界として、口唇口蓋裂の手術歴や言語訓練についての情報が不足しているため、それらが発達に与

える影響を考慮できていないこと、個人個人がどのように発達していくのかについて検討できていないことがあげられ

ます。 

 

結論： 

生後 6 か月から 36 か月の間の口唇口蓋裂児の発達は、先天異常を伴わない子どもと比較して遅れる傾向があるこ

とが示唆されました。それ以降の発達について、今後さらなる検討が必要と考えられます。 

 


